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平城宮跡国道 ,牛 号線′▼′嵌 建設予定地調査概要

五 第認 2次北地域発掘調査

ρ期 間`  昭和 F'年 ′ノ月 /0日 ～昭和蓼 0年 す月 ′す日

φ検出遺穂  堀立柱建物 ′0棟 井戸
'基
 溝 す条 柵子条

面  積    Jノ a                ｀
す

宮域東面北門の推定された場 所であるが F写 を確認することは

で きなかつた。 また,東一坊大お よ明 らかでな く,大路推定地

上には,堀立柱建物,井戸 ,柵 などが検出 され/.出土遺物 (木

簡,甕 )な どか ら造酒司関係の役所の所在を予想することので

きる地域である。 (

第,,次南地域発掘謝査

期 間  昭和子θ年 ,月 ■日～昭和子0年 7月 ヨ日

検出遺構  掘立柱建物 7棟 井戸′基 澪,条  fFr′
'条

面  積 子 ど a

東一坊大路の推定地には第 2,次 北地域 と同様に建物 ,柵,

溝,井戸 などの遺構が錯雑 し,適路の存在を疑わせるものであ

る。 また。東一坊大路に直交すると考え られてぃた…条大路 も

同 じ状況にわ り手東④富域 4示す穴垣 も検出されず,東面中門

もまた,発見 されなかつた。



ユ 第 ゛ ,次発掘調査       ｀

期 間  昭和 蓼 ′年 ′月 ど日γ昭和 牛′年 ■月 ,つ 日
「
検出遺構  '東―坊大路道路率 二余大 路道路敷  ―   十

・     ´
 堀立柱建物 蓼棟 柵認条 築地

'条
 井戸 ′基

、溝
『
条 橋 認基

面 積   子 Oa

富域東南隅で,東一坊大路 (幅 ノタn)二 条大路 (幅 ゛ i

.  夕 m)の 交叉す る状況が明確 となつた。 これ らの道路 はそれ

ぞれ側溝お よび三条一坊 ,三条二坊 を限 る築地をともなつて

お り,遺 儲の残存状況が明 らかである。

仏 第■ ,次発掘調査    ,

1  期 間  昭和蓼 ′年 ′2月
『
日～昭和 挙,年 す月 ′0日

検出遺構  基壇建物 ′棟 堀立柱鰹物 7棟 柵 ▼条 築地

i        ヨ条 溝 /2条    ,

面 積   Jra′

i   この地域は宮域東画の大垣に沿つた東 一坊大路に-6二 条

間の条間大路がつなが ると考えられていた場所である。 とこ

1 ろが調査の結果,東―坊大 路は北今延長 しないで条間大路に  |

接続 している。 また, ここで東―坊大路上に南面する形で開



の存在が明 らかにされた。

そのため,こ の地点 より条 関大路に沿つて東へ宮域が拡張 さ

れていることが判明 したと     '

i 第■
'次
発掘調査

期 間  昭和 事2年 7月 ′
'日
～

=

検 出遺 構  建物 す棟  築地 ′条  柵 7条  溝 ど条  暗渠 /条

面  積    'Jユ

第 ■ ,次発掘調査地域 の北 に隣接 した地域で あ ),昭 和 蓼 ,

年 ′ノ月,7日現在・ 東院の
工部かと推定される南北にのびる

築地・柵・ 濤などの造韓や二彩緑釉の施された瓦等が発見され

ている。    ′




